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新年あけまして
　　おめでとうございます

本年もよろしくお願いいたします。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
清
々
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
も
町
長
に
就
任
し
て
３
ヶ
月
余
り
が
、

経
過
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
町
民
の
皆

様
か
ら
町
行
政
推
進
に
対
し
、
多
大
な
る
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
今
別
町
の
舵
取
り

役
と
し
て
の
責
任
の
重
大
さ
を
改
め
て
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
別
町
を
活
気
あ
ふ
れ
る
町
に
す

る
た
め
、
12
月
議
会
に
お
い
て
所
信
表
明
で

申
し
上
げ
ま
し
た
が
今
後
４
年
間
①
活
力
あ

る
、
魅
力
あ
る
一
次
産
業
の
推
進
、
②
教
育

環
境
と
地
域
医
療
、
福
祉
対
策
、
③
新
幹
線

開
業
と
交
流
人
口
、
④
防
災
・
減
災
に
町
づ

く
り
を
基
本
と
し
た
施
策
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
既
成
概

念
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
課
題
を
き
ち

ん
と
見
極
め
な
が
ら
、
施
策
に
取
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

昨
年
３
月
26
日
北
海
道
新
幹
線
奥
津
軽
い

ま
べ
つ
駅
開
業
１
周
年
を
迎
え
、
奥
津
軽
い

ま
べ
つ
駅
で
は
「
開
業
一
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
」、
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
「
記
念
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
開
催
し
、
町
全
体
で
お
祝
い
し
ま

し
た
。
ま
た
、「
荒
馬
ま
つ
り
」、「
海
峡
花

火
大
会
」、「
荒
馬
の
里
」
田
園
マ
ラ
ソ
ン
大

会
等
に
は
県
外
、
町
外
か
ら
多
く
の
観
光
者

が
訪
れ
、
今
ま
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
効
果
浸
透

が
あ
っ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
奥
津

軽
い
ま
べ
つ
駅
、
奥
津
軽
い
ま
べ
つ
駅
と
津

軽
中
里
駅
を
結
ぶ
バ
ス
の
利
用
促
進
Ｐ
Ｒ
を

図
る
他
、
町
の
情
報
発
信
も
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
国
の
地
方
創
生
拠
点
整
備

事
業
で
二
股
地
区
に
体
育
施
設
・
宿
泊
施
設

等
建
設
を
着
手
し
、
今
春
完
成
を
目
指
し

て
、
着
々
と
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

完
成
後
は
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
合
宿
の
誘

致
や
町
民
の
健
康
づ
く
り
の
場
等
に
活
発
に

利
用
す
る
ほ
か
、
災
害
時
等
の
避
難
場
所
と

し
て
Ｊ
Ｒ
北
海
道
も
連
携
し
、
防
災
体
制
づ

　

町
民
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
町
議
会
に
対
し
、
温
か
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
は
、
今
別
町
観
測
史
上
最
大

の
瞬
間
風
速
29
メ
ー
ト
ル
の
暴
風
に
よ
り
、

建
物
の
倒
壊
、
屋
根
の
ト
タ
ン
が
剥
が
れ
る

等
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
道
２
８
０
号
線
（
通
称
：
七
曲

り
）
に
お
い
て
、
倒
木
が
道
路
防
護
柵
を
突

き
抜
け
て
、
一
時
通
行
止
め
と
な
る
災
害
が

発
生
し
ま
し
た
が
、
倒
木
付
近
は
道
路
防
護

柵
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
道
路
の

破
損
及
び
民
家
へ
の
被
害
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
現
場
は
迂
回
路
も
な
く
、
海
岸
沿
い
の

住
民
に
と
っ
て
は
生
活
道
路
で
あ
り
、
長
期

に
通
行
止
め
に
な
っ
た
場
合
は
多
大
な
る
被

害
を
受
け
る
の
が
確
実
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

町
長
、
議
員
全
員
で
東
青
地
域
県
民
局
地
域

整
備
部
を
訪
れ
、
国
道
２
８
０
号
線
（
通

称
：
七
曲
り
）
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
の
要

望
書
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
町
に
お
い
て
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
、
若

者
が
定
住
で
き
る
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
ま
す
。

　

私
た
ち
議
員
一
同
も
、
町
政
と
一
体
に
な

り
、
町
民
各
位
の
福
祉
向
上
と
町
政
進
展
に

努
力
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

町
民
各
位
の
益
々
の
ご
支
援
と
ご
助
言
を
ひ

と
え
に
お
願
い
申
し
上
げ
、
議
会
を
代
表
し

て
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
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一
昨
年
は
比
較
的
雪
が
少
な
い
年
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
昨
年
は
11
月
21
日
雪
が
継
続

的
に
降
り
、
当
町
は
28
セ
ン
チ
と
11
月
の
最

深
積
雪
を
更
新
し
ま
し
た
。
12
月
も
例
年
に

な
い
積
雪
と
な
り
、
雪
投
げ
で
大
変
だ
っ
た

と
お
察
し
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
冬
本
番

を
迎
え
る
た
め
、
雪
は
ど
う
か
と
心
配
し
て

お
り
ま
す
が
、
町
道
の
除
排
雪
や
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
世
帯
の
雪
対
策
は
関
係
機
関
等
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
万
全
を
期
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

今
年
は
農
作
業
の
利
便
向
上
と
生
産
効
率

の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
、
ほ
場
整
備
事
業
が

二
股
地
区
か
ら
工
事
が
本
格
化
し
、
５
年
後

の
平
成
34
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
冬
期
間
で
の
高
収
益
野
菜
づ
く
り
を

目
指
す
た
め
、
ど
の
よ
う
な
野
菜
が
適
す
の

か
等
計
画
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
る
ほ
か
、

日
本
サ
ー
モ
ン
フ
ァ
ー
ム
株
式
会
社
、
竜
飛

今
別
漁
協
に
よ
る
サ
ー
モ
ン
養
殖
事
業
や
稚

な
ま
こ
放
流
事
業
、
い
ま
べ
つ
牛
ブ
ラ
ン
ド

化
事
業
等
を
継
続
し
、
農
林
水
産
業
の
振
興

を
図
る
と
も
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募

集
も
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

当
町
は
高
齢
化
率
が
５
割
超
え
と
な
り
、

12
年
連
続
で
県
下
一
の
高
齢
化
が
進
む
町
で

は
あ
り
ま
す
が
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
発
行
事

業
や
総
合
検
診
受
診
促
進
等
健
康
づ
く
り
を

進
め
る
ほ
か
、
地
域
医
療
の
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
・
環
境
づ
く
り
で
は
新
幹
線

等
通
学
助
成
事
業
や
学
校
給
食
費
軽
減
事

業
、
保
育
園
負
担
金
軽
減
事
業
等
を
継
続
し

て
い
く
他
、
学
校
教
育
で
は
英
語
教
育
な
ど

特
色
あ
る
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
は
大
泊
１
号

線
外
舗
装
工
事
補
修
工
事
や
鍋
田
関
口
線
融

雪
溝
整
備
工
事
等
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
人
口
減
少
社
会
を
克
服
す
る
た

め
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
」

計
画
と
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
て
お

り
ま
す
。
前
記
し
た
事
業
等
の
他
に
も
た
く

さ
ん
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
そ
の
課
題
を
着

実
に
克
服
す
る
た
め
、
町
長
以
下
職
員
一
丸

と
な
っ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
ご
支
援
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
一
年
が
町
民
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
、
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

謹　賀　新　年
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12
月
３
日
、
今
別
町
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
福
祉
に
つ
い
て
の
実
態
・
現
状
を
深

く
理
解
し
地
域
福
祉
の
推
進
と
、
健
康
に
関

す
る
意
識
の
高
揚
と
啓
発
を
図
り
健
康
増
進

に
対
す
る
生
活
習
慣
の
確
立
を
促
す
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
第
34
回
今
別
町
総
合
福
祉
展

と
い
き
い
き
健
康
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
場
で
は
、
数
々
の
手
芸
品
や
水
墨
画
等

が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
無
料
健
康
チ
ェ
ッ
ク

コ
ー
ナ
ー
が
開
設
さ
れ
来
場
者
ら
が
健
康
状

態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
黒
石
八
郎
氏
を
講
師
と
し
て

招
き
、「
笑
い
健
康
の
も
と
」
と
題
し
て
講
演

会
が
行
わ
れ
、
会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

　

そ
の

他
、
歳
末

た
す
け
あ

い
ド
ッ
プ

引
き
大
会

や
カ
ラ
オ

ケ
大
会
、

大
抽
選
会

等
が
行
わ

れ
る
な

ど
、
多
く

の
方
々
で

賑
わ
い
ま

し
た
。

　

今
別
町
の
荒
馬
を
題
材
に
し
た
舞
台
劇

「
君
の
声
―
あ
の
夏
、
青
森
で
―
」
が
12
月
３

日
に
今
別
中
学
校
で
上
演
さ
れ
、
町
内
外
か

ら
遠
く
は
岩
手
県
、
む
つ
市
、
八
戸
市
、
弘

前
市
等
か
ら
約
３
５
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

会
場
内
は
盛
り
上
が
り
、
役
者
の
演
技
熱

演
も
さ
れ
る
こ
と
な
が
ら
、
大
川
平
荒
馬
、

八
戸
の
虎
舞
、
今
別
中
学
校
生
徒
に
よ
る
合

唱
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
「
故
郷
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
た
」「
と
て
も
感
動
し
た
」
等
の
感

想
や
多
く
の
方
々
か
ら
観
に
来
て
良
か
っ
た

と
い
う
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

11
月
22
日
か
ら
24
日
の
日
程
で
、
東
京
都

の
赤
坂
区
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
高
円

宮
杯
第
69
回
全
日
本
中
学
校
英
語
弁
論
大
会

に
柳
谷
龍
太
郎
さ
ん
（
３
年
）
が
青
森
県
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

柳
谷
さ
ん
は
８
月
に
開
催
さ
れ
た
東
郡
中

学
校
英
語
弁
論
大
会
「
創
作
の
部
」
で
優
勝

し
、
続
く
９
月
に
開
催
さ
れ
た
「
県
中
学
校

英
語
弁
論
大
会
」
で
は
３
位
に
輝
き
、
全
国

大
会
出
場
を
手
に
し
ま
し
た
。
結
果
は
、
最

終
の
決
勝
大
会
（
27
人
）
に
進
出
す
る
見
事

な
成
績
で
し
た
。

　

柳
谷
さ
ん
は
、「
こ
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
が

高
い
大
会
で
決
勝
に
進
出
で
き
て
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
鈴
木
先
生
、

オ
ユ
ン
先
生
、
ギ
ャ
ビ
ー
先
生
に
心
か
ら
感

謝
し
て
い
ま
す
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
祖
母
の
お
か
げ
で
今
の
私
の
存
在
が
あ
る
。

そ
し
て
弘
前
文
学
学
校
」

　

12
月
14
日
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て
第
５

回
公
民
館
リ
ク
エ
ス
ト
講
座
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

弘
前
文
学
学
校
同
人
・
弘
前
ペ
ン
ク
ラ
ブ

会
員
で
あ
る
安
保
美
智
子　

氏
を
を
講
師
と

し
て
招
き
、「
祖
母
の
お
か
げ
で
今
の
私
の

存
在
が
あ
る
。
そ
し
て
弘
前
文
学
学
校
」
と

題
し
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
ら
は

人
々
の
生
き
方
、
在
り
方
を
学
び
な
が
ら
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
「
平
成
29
年
度
東
郡

カ
ッ
プ
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
」
に
お
い
て
、
今

別
小
ミ
ニ
バ
ス
部
が
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
、
健
闘
し

ま
し
た
。

　

結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

第
34
回
今
別
町
総
合
福
祉
展
と

い
き
い
き
健
康
ま
つ
り

 

君
の
声

　
―
あ
の
夏
、青
森
で
―

高
円
宮
杯
第
69
回
全
日
本

中
学
校
英
語
弁
論
大
会

公
民
館
リ
ク
エ
ス
ト
講
座

今
小
ミ
ニ
バ
ス
部
健
闘
す
る

黒石八郎氏のトークに会場は大盛り上がり

大川平出身の嶋中美佐希さん（左）も出演しました

安保美智子　氏

全
国
大
会
へ
出
場
し
た
柳
谷
龍
太
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一回戦（準決勝）
　　今別　５６－２３　蟹田
決勝戦
　　蓬田　５２－３５　今別
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　11月25日、奥津軽いまべつ駅おもてなしイベント第４弾として「津軽半島の食・伝統芸能大集合！！」が開催
されました。
　物販コーナーでは、奥津軽ドリーム（今別町）、奥津軽いのしし牧場（今別町）、カンパーニュ（外ヶ浜町）、よ
もぎた物産館マルシェ（蓬田村）が出店し、自慢の味を販売しました。
　伝統芸能では、大川平荒馬保存会（今
別町）、玉松太鼓（蓬田村）、東滝権現
舞・餅搗き舞い保存会（平内町）、なにも
ささ保存会（中泊町）が登場し、各地域
に纏わる伝統芸能を披露しました。
　また、津軽線開業60周年と青函トンネ
ル30周年を記念して、ＰＲとクイズ大会
等も行われ、普段とは一味違うイベント
となりました。

　12月10日、奥津軽いまべつ駅おもてなしイベント
第５弾として、「ＫＵＭＩＫＯ　ＫＡＨＬＯ（クミコ
カーロ）弾き語りクリスマスコンサート」が開催され
ました。会場には多数の来場者にお越しいただき、東
京都内や千葉県を中心に数々のステージで活躍してい
る、包み込むようなピアノと弾き語りに聞き入ってい
ました。
　また、駅舎連絡通路において東青地域の物販販売も
行われ、自慢の味を買い求めていました。

玉松太鼓（蓬田村）

なにもささ保存会（中泊町）

包み込むような歌声を披露していただいたクミコカーロさん

大川平荒馬保存会（今別町）

東滝権現舞・餅搗き舞い保存会（平内町）

ゆるキャラも登場したＪＲ東日本青森運輸区によるクイズ大会（左）と青函
トンネル記念館工藤館長（右）による青函トンネル開通30周年ＰＲ

奥津軽いまべつ駅おもてなしイベント
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駅前広場をイルミネーションが彩る
　12月10日、奥津軽いまべつ駅前広場において、役場若手職員Ｄチームによるイルミネーション点灯式が行わ
れました。点灯式前にはホットコーヒー等の無料振る舞いや、豪華賞品が当たる大抽選会が行われ、約100名
の皆さんにご来場いただきました。
　今年は「ＩＭＡＢＥＴＳＵ」と模ったイル
ミネーションが新たに設置され、カウントダ
ウンとともに点灯されると来場した皆さんか
ら拍手と歓声があがりました。
　イルミネーションは平成30年３月27日まで、
点灯されています。イルミネーションをバッ
クに記念に１枚いかがですか。
　次回は役場若手職員Aチームによるイベン
トを予定しています。

税 の 使 わ れ 方 を 学 ぶ
　11月28日、今別小学校において６年生を対象にした租
税教室が行われました。町役場税務担当の會津有也主事
が講師となり、税の種類や使われ方等について説明しま
した。
　児童は職員の話を真剣に聞き、メモを取りながら分か
らない事は元気よく手を挙げ質問するなど有意義な時間
となりました。

クリスマスツリーを手作りで
　このほど、白鳥老人クラブ（八幡町）ではクリスマス
会に向け手作りのクリスマスツリーを作製しました。
　約180㎝ほどのスギを使用し、松ぼっくりや電飾等で飾
り付けをしてあります。
　白鳥老人クラブでは、毎年作製しているようで完成度
の高さに感動しました。
　最後は作製に携わった皆さんと力作を撮影させていた
だきました。

死亡事故皆無日数をお知らせします
　このほど、外ヶ浜警察署において外ヶ浜地区交通安全協会会長の梅田久義会長が、交通死亡事故皆無250日
達成を受けて、表彰されました。

点灯後記念撮影する来場者

税について学習する６年生のみなさん

作製を手掛けた白鳥老人クラブの皆さん

表彰を受けた梅田会長（左から２人目）

死 亡 事 故
発 生 日

ゼロ達成
基 準

ゼ ロ 継 続
目標達成日

死亡事故ゼロ
継 続 日 数

外ヶ浜地区 H29. 4. 5 250 H29.12.11 250
外ヶ浜支部 H27.10.13 730 H29.10.12 790
蟹田 H17. 2.28 4380 H29. 2.25 4669
平舘 H25. 8.14 1460 H29. 8.13 1580
三厩 H27.10.13 730 H29.10.12 790
今別支部 H29. 4. 5 730 H31. 4. 5 250
蓬田支部 H29. 1.10 900 H31. 6.29 335
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 ☆体育施設・宿泊施設のイメージ図（左側がアリーナ部分、右側が宿泊施設です）

　奥津軽いまべつ駅・津軽中里駅間バス運行協議会では、北海道新幹線奥津軽いまべつ駅と津軽鉄道津軽
中里駅を結ぶバス「奥津軽いまべつ駅・津軽中里駅間バス」が多くの方に親しまれ、ご利用いただけるよう
な「愛称」を大募集します。
 
　〇応募方法
　�　チラシ（役場企画課に備付けています。）に付いているハガキ、または官製ハガキ、または電子メール
にて、郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、性別、年齢、電話番号、職業（学校名・学年）を記載し、バス
の愛称及びその愛称命名の理由をお書きのうえ、下記のあて名にお送りください。
　　応募はどなたでも可能で一人１点です。
　
　〇あて先
　　〒０３０－１５０２
　　青森県東津軽郡今別町大字今別字今別１６７
　　今別町役場企画課　　奥津軽いまべつ駅・津軽中里駅間バス運行協議会事務局宛
　　メールアドレス　�kikaku@town.imabetsu.lg.jp
　
　〇応募の締め切り　平成３０年１月１９日（金）　当日必着のこと

　お問い合わせ　今別町役場　企画課　☎　３５－３０１２（直通）

「津軽中里駅⇔奥津軽いまべつ駅バスの愛称」
募集のお知らせ



※相談時間（午前９時～11時30分）（午後１時～３時）
対象地区名 期　　　日 場　　　所 備　　　考

奥平部�・� 綱 不 知 ２月６日（火） 奥 平 部 地 区 集 会 所 集 会 室
砂 ケ 森 ２月７日（水） 多 目 的 集 会 所 和 　 室
袰 月 ２月８日（木） 袰 月 会 館 二 階 和 室
大 泊 ２月９日（金） 大 泊 文 化 会 館 〃
山 崎 ２月14日（水） 山 崎 文 化 会 館 和 　 室
関 口 ２月15日（木）午前 関 口 コ ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス 〃
鍋 田 ２月15日（木）午後 鍋 田 会 館 〃
村 元 ２月16日（金） 村 元 会 館 〃

大 川 平
２月20日（火） 大川平文化会館（上・中町）

大 広 間
２月21日（水） �� �　 〃　　　　（ 下 町 ）

二 股 ２月22日（木） 二 股 福 祉 会 館 和 　 室
浜 名 ２月23日（金） 浜 名 公 民 館 二 階 和 室
今 別 ２月27日（火）

今 別 町 中 央 公 民 館 集 会 室
団 地

２月28日（水）
西 田

全 町 申 告
３月１日（木）
３月２日（金）

申 告 予 備 日
３月６日（火）　

上記日程が変更及び中止のときは予備日に変更になります。
３月７日（水）

＊申告相談は、各対象地区の会場をご利用ください。
　�　都合により、対象地区で申告できない方は３月１日・３月２日の全町申告日に今別町中央公民館をご
利用下さい。
　�　なお、申告されない方は、所得証明書等の各種証明書の発行はできませんのでご注意ください。
　�　また、収入の少ない方（年金収入等）、所得の少ない方でも扶養控除及び健康保険加入の支障となる場
合もありますので必ず申告しましょう。

◆申告の際に持参するもの
◎個人番号カード（個人番号カードを発行していない場合、通知カードと運転免許証等の２つを持参でも可）
◎印鑑　◎生命保険料控除証明書　◎地震保険料控除証明書　◎源泉徴収票（給与所得者）
◎�医療費支払領収書(医療費通知等、自己負担額がわかるものでも可)　◎障害者手帳
◎預金通帳（還付又は納付の際に必要です）　　◎年金源泉徴収票(ハガキ）
◎社会保険事務所より送付されている国民年金保険料控除証明書
※農業・漁業・営業の収入のある方々は、収支計算書の作成が必要となります。
　必要書類が不備の時は、申告の受付ができない場合もありますから、必ず帳簿、領収書等を持参して下さ
い。
　△農業者の経営所得安定対策等で交付金を受領している方は、その金額が確認できるもの。
◆住宅借入金等特別控除の場合
　◇住宅が１年目の場合必要なもの
　　�平成30年２月13～15日の午前９時から午後５時まで、青森税務署で「住宅借入金等特別控除申告書作成
会」を開催しますので、そちらで申告していただきますようお願いいたします。

　◇住宅が２年目の場合必要なもの
　　１．給与所得者の住宅借入金等特別控除申請書（税務署発行のもの）
　　２．住宅取得資金に係る借入金の年末残高証明書（公庫・金融機関発行のもの）
◆退職者の確定申告
　　１．源泉徴収票（退職所得分・給与所得分・公的年金分）
　　２．健康保険任意継続掛金領収書（加入の場合）　　　　
　　３．生命保険・地震保険控除証明書

＊相談時間　午前９時～11時30分
　　　　　　午後１時～３時
� 【お問い合わせ】町役場総務課　電話35－3008

平成３０年申告相談のお知らせ
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　今別地区に在住している方で1名不法投棄監視員を募集します。応募要件は下記のとおりです。

○不法投棄監視員とは？
　不法投棄監視員とは、今別地区内にごみが不法投棄されていないか巡回、監視し、不法投棄を発見した場合
には青森県に所定の用紙で報告する方です。
　また、身分上は地方公務員法第3条第3項第3号に規定する特別職の非常勤の職員扱いとなり、勤務中はその
身分を示す身分証明書を携帯することになります。
○不法投棄監視員に必要な条件は？
　①今別地区に在住している成人の方。�②定期的に不法投棄監視業務が遂行できる方。
　③犯罪歴のない方。�　　　　　　　　④運転免許証及び自家用車を所有している方。
　⑤平日に活動できる方。
　※上記全てに該当する方を町から青森県知事へ推薦し、県知事から委嘱を受けます。
○勤務日数及び勤務時間、任期は？
　不法投棄監視員の勤務日数は年16回以内（４月から11月中旬まで）。勤務時間は１日４時間以上７時間45分
以内です。また、任期は１年以内となり、再任することもできます。
　勤務日数と勤務時間は不法投棄監視員が計画を立て、監視業務を行います。
○報酬は？
　平成30年度は、１日6,450円支払われる予定です。
　（支払時期は、業務報告書提出から約１ヶ月後になります。）
○不法投棄監視員に応募するには？
　平成30年２月28日（水）までに役場町民福祉課までご連絡下さい。

※応募された方でも、町で検討した結果、採用されない場合もありますのでご了承願います。

【問い合わせ】役場町民福祉課　☎0174－35－3003

　国民年金は、年をとったとき、病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、働いて
いる世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。
　国民年金は20歳以上60歳未満の方は加入することが義務付けられています。
　20歳になったら、忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう！
〇国民年金のポイント
　①　将来の大きな支えになります。
　　　国民年金は20歳から60歳までの方が加入し、保険料を納める制度です。
　　　国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって補償されます。
　②　老後のためだけのものではありません。
　③　�国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか、障害年金や遺族年金もあります。障害年金は、病気

や事故で障害が残ったときに受け取れます。また、遺族年金は加入者が死亡した場合、その加入者によ
り生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れます。

　　　国民年金のご相談・手続き等については、下記までお問い合わせ下さい。
【問合せ先】今別町役場　町民福祉課　国民年金係　　　　　電話：０１７４－３５－３００３
　　　　　　日本年金機構　青森年金事務所　お客様相談室　電話：０１７－７３４－７４９８

不法投棄監視員募集します！

国民年金に関するお知らせ
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　東北森林管理局は、国有林の管理・経営に皆さまの声を役立てていくため、モニターを募集しています。
　募集人員：48名程度
　※各地域内の人数及び年齢・男女比等の均衡を図るため、最終的な人数と前後することがございます。
　募集期間：平成29年12月18日（月）～平成30年２月９日（金）〔当日消印有効〕
　任　　　期：平成30年４月１日から２年間
　内　　　容：アンケートへの回答、現地見学会・国有林モニター会議への出席など
　応募資格、応募方法など、詳しくは局HPをご覧いただくか、担当までお問い合わせください。
【問合せ先】東北森林管理局�企画調整課�林政推進係
　　　　　　ＴＥＬ：018（836）2228���ＦＡＸ：018（836）2228
　　　　　　メールアドレス：�t_kikaku@maff.go.jp���
　　　　　　ＨＰ：�http://www.rinya.maff.go.jp/tohoku/

　県税に関わる各種納税証明申請書類は、青森県庁ホームページ
【http://www.pref.aomori.lg.jp/life/tax/010_01nouzei.html】からダウンロードできます。
　記入方法・本人確認書類等のご案内もありますので、ご覧ください。
＜申請書類一覧＞
　●自動車税・継続検査用（軽自動車以外）
　●自動車税・滞納がない旨の証明用（軽自動車以外）
　●納税証明願（自動車税以外）
　●納税証明願及び納税証明書（青森県建設工事等競争入札参加資格審査申請用）
　●納税証明願及び納税証明書（青森県県営住宅及び青森県特定公共賃貸住宅入居者資格審査申請用）
　　※自動車税・継続検査用以外については、１件あたり県証紙400円の証明手数料がかかります。
【問い合わせ先】
　東青地域県民局県税部納税管理課　県庁舎北棟１階　青森市新町二丁目４－３０　
　電話　０１７－７３４－９９７０
　　　　０１７－７３４－９９７１

※�訪問診療の際は、午後の診察時間が３
時頃になります。
※�４日・５日は県病の先生による代診です
の�でご確認の上受診ください。
※�上記予定表は、変更になる場合があり
ますので、お薬を飲み終える前に余裕
を持っておいでください。

平成３０・３１年度「国有林モニター」の募集

納税証明書の申請手続きについて

特定健診のお知らせです。
今別町では生活習慣病予防のため、特定健診を無料で行っています。年に１回は受診しましょう。

■各種健（検）診内容
健（検）診項目 対象者（今別町民） 対象年齢 検査内容 料金

特定健診（個別健診）国保・後期高齢者医療・社保等扶養者（要受診券） 20歳以上の方 身体測定・血圧測定・尿検査・
血液検査・心電図検査

無料大腸がん検診 加入保険に関係なく受診可 40歳以上の方 ２日分の便をとり当日提出
前立腺がん検診 加入保険に関係なく受診可 50歳以上男性の方 血液検査（前立腺特異抗原検査）
骨密度検診 加入保険に関係なく受診可 20歳以上の方 超音波法による検査
■健（検）診受診期間
　平成29年４月３日～平成30年３月末まで
■健（検）診受診の流れ
（１）申込みをする
　　・今別診療所へお申し込み下さい。
（２）健診を受ける
　　・当日は保険証、受診券、問診票（問診票は診療所に
　　　あります）をお持ち下さい。
　　※がん検診、骨密度検診を受ける方の受診券は不要です。
（３）結果が通知される
　　・健診結果は後日郵送いたします。
★健康状態の確認や、糖尿病、高血圧症、脂質異常症などの生活習慣病
　予防のため、定期的に健診を受けましょう。
ご不明な点があれば今別診療所スタッフまでお問い合わせ下さい。
【問い合わせ先　0174－35－2680】　

今別診療所からのお知らせ

♢休診等のお知らせ♢
12月29日～１月３日年末年始休診　
１月４日（木）代診・午後休診
１月５日（金）代診・午後休診
１月11日（木）午後訪問診療
１月18日（木）午後訪問診療
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　海上自衛隊大湊地方隊では、大湊音楽隊による「第40回定期演奏会」を次のとおり開催致します。

記

１．日　時　平成30年１月20日（土）午後２時～４時（開場午後１時） 

２．場　所　リンクステーションホール青森　大ホール

３．入場整理券　※入場は無料ですが、入場整理券が必要です。
　�　入場整理券をご希望の方は、往復はがきまたはＥメール（１通で５名様まで応募可）に住所・氏名・年齢・
電話番号と同行者全員の氏名・年齢をご記入のうえ。

はがき宛先：〒035－8511　青森県むつ市大湊町４－１　
　　　　　　　　　　　　 海上自衛隊大湊地方総監部広報「定期演奏会」係
　　
Ｅメール：orh-kouhou@inet.msdf.mod.go.jp　までお申込みください。
《締め切り：平成３０年１月９日（火）必着》

※　応募は、お一人様１通までとさせて頂きます。※　希望者多数の場合は、抽選となります。

【問合せ先】海上自衛隊大湊地方総監部　広報係
　　　　　　電話　０１７５－２４－１１１１（内線２３０４）

〇　屋外で鶏などの鳥類を飼っている方へ
　鳥小屋は防鳥ネットで囲い、野鳥や小動物が入らないようにしましょう。
　鳥小屋は常に清潔にし、消毒を徹底しましょう。
　原因不明のまま鳥が連続して死んだ場合は、素手で触ったり埋めたりせずにご相談をお願いします。

【問合せ先】 
　東青地域県民局地域農林水産部青森家畜保健衛生所　電話：０１７－７６４－１７４４

〇　死亡した野鳥を見つけた場合
　野鳥の種類、羽数により検査が必要となりますので、詳しくは東青地域県民局地域農林水産部林業振興課に
お問い合わせください。
　なお、病気以外で死亡した野鳥を処分する場合は、素手で触らずビニール袋に密封し、燃えるゴミに出して
ください。
　詳細については、お問い合わせいただくか、青森県ホームページでご確認ください。

【問合せ先】 東青地域県民局地域農林水産部林業振興課　電話：０１７－７３４－９９６３
　　　　　　ホームページ　https://www.pref.aomori.lg.jp/nature/nature/tori-infuruenza-jouhou.html

「海上自衛隊大湊音楽隊　第40回定期演奏会」の開催について

鳥インフルエンザの発生防止に関するお願い
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「�

お
ど
、
お
ど
。
三
厩
さ
来
た
加
賀
の
船
乗
り
の
話

し
っ
こ
だ
ば
上
方
じ
ゃ
、
１
年
に
２
回
も
米
だ
の
麦
、

獲
れ
る
っ
て
本
当
だ
べ
が
」

「�
馬
鹿
こ
げ
、
１
年
に
２
回
も
３
回
も
米
っ
こ
穫
れ
だ

ら
、
百
姓
（
ひ
ゃ
く
し
ょ
う
＝
農
家
）
も
な
も
は
れ

で
（
も
う
け
て
）
し
ま
っ
て
、
倉
っ
こ
建
つ
べ
ね
」

　

無
知
蒙
昧
（
も
う
ま
い
）
の
百
姓
同
士
の
論
戦
で
は

結
局
、
水
掛
け
論
に
終
わ
る
意
外
に
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
村
一
番
の
物

知
り
、
大
地
主
“
髭
ど

の
”
に
聴
き
に
行
こ
う
と

言
う
こ
と
に
な
っ
た
。
髭

ど
の
は
、
自
慢
の
髭
を
撫

（
な
）
で
下
ろ
し
な
が
ら

百
姓
連
中
の
質
問
に
大
き

く
頷
（
う
な
ず
）
い
た
。

　

し
か
し
、
二
毛
作
の
話

し
な
ど
聴
い
た
こ
と
も
な

い
。
髭
の
手
前
、
知
ら
ぬ

存
ぜ
ぬ
と
は
、
口
が
腐
っ

て
も
言
え
な
い
…
…
。

　

お
め
だ
ち
（
お
ま
え
た

ち
）、
そ
っ
た
ら
（
そ
の
よ

う
な
）
事
で
騒
い
で
い
る
の

か
。
年
に
２
回
、
米
っ
こ
穫

る
く
ら
い
な
ん
ぼ
で
も
で
き

る
。
あ
と
20
日
も
す
れ
ば
正

月
だ
。
正
月
に
お
め
だ
ち
さ
（
あ
な
た
た
ち
に
）
冬
に

穫
っ
た
米
っ
こ
食
わ
せ
て
や
る
。

　

正
月
の
３
日
、
１
年
に
１
回
も
座
れ
な
い
畳
敷
き
の

座
敷
に
招
か
れ
た
百
姓
に
ま
ず
濁
酒
（
だ
く
し
ゅ
、
に

ご
り
ざ
け
）
の
大
振
る
舞
い
が
始
ま
っ
た
。

「
こ
の
酒
、
冬
に
穫
っ
た
米
っ
こ
だ
べ
が
」

「
な
あ
に
、
み
ん
な
“
髭
ど
の
”
の
法
螺
（
ほ
ら
）
っ

こ
だ
べ
」

　

そ
こ
へ
悠
然
と
“
髭
ど
の
”
が
現
れ
た
。

「
お
前
た
ち
縁
側
の
鎌
っ
こ
持
っ
て
来
て
け
ろ
」

　

と
言
っ
て
縁
側
を
さ
っ
と
開
け
放
し
た
。　

　

そ
こ
に
は
、
雪
の
光
の
中
に
黄
金
色
に
輝
く
稲
穂
が

見
事
な
稔
り
を
見
せ
て
い
た
。

「�

さ
あ
、
お
前
た
ち
の
稲
刈
り
だ
。
冬
の
稲
刈
り
だ
。

刈
っ
た
稲
っ
こ
を
家
さ
持
っ
て
い
げ
」

　

雪
中
に
稲
穂
を
挿
（
さ
）
し
て
面
目
を
保
っ
た
“
髭

ど
の
”
で
し
た
。

�

ト
ッ
チ
パ
レ
（
終
わ
り
）

年
に
３
回
も
収
穫
？
百
姓
の
水
掛
論
か

No. ３

髭
ふげ

　殿
どの

　物　語
冬の稲刈り

新
春
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11
月
に
ス
ケ
ー
ト
教
室
が
あ
り
ま
し

た
。
６
年
生
な
の
で
最
後
の
ス
ケ
ー
ト
教

室
で
し
た
。
最
後
な
の
で
、
去
年
よ
り
も

上
手
に
滑
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
し
た
。

自
由
タ
イ
ム
の
時
に
、
友
達
と
楽
し
く
滑

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
や
り
ま

し
た
。
み
ん
な
と
楽
し
く
で
き
ま
し
た
。

と
て
も
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

海峡の家ほろづき 温泉の日のお知らせ
入　浴　の　日

・�温泉の日は毎月水・土曜日です。（１月は10日、13日、17
日、20日、24日、27日、31日です。）
・�入浴料は幼児無料、小中学生150円、高校生以上300円です。
・�入浴時間は正午から午後５時までです。

【問合せ先】海峡の家ほろづき　電話：0174－36－2166
　　　　　　町役場企画課　　　電話：0174－35－3012

老人の日（無料）
・�毎月第３木曜日（祝日の場合は前日）は老人の日です。
・�対象年齢は65歳以上です。
　�（年齢確認できるものの提示をお願いします）
・�入浴時間は午前10時から午後２時までです。

町の行事予定（１月１日～２月10日）
※行事予定名・開催場所・担当を掲載しています。

１　月
　４日（木） 官公庁御用始め

12日（金）
平成29年度今別町褒賞授与式・
平成30年今別町新年会（開発センター）
� �【総務課】

15日（月） 今別小・中学校三学期始業式

19日（金） 第32回今別町ふれあいスポーツ大会（今別中学校）� 　【社会福祉協議会】

25日（木） 今別町文化スポーツ賞等授与式（中央公民館）� 【教育委員会】

31日（水） 国民健康保険税第６期納期限� 【税務】
介護保険料第６期納期限� 【町民福祉課】

２　月
１日（木） 行政相談・人権擁護合同相談所（中央公民館）� 【総務課】

４日（日） 平成30年今別町消防団出初式（開発センター）� 【総務課】

（11月１日から11月30日までの届出分）
※ご家族から了承を得た方になります。

今別の姿
（平成29年11月30日現在）
面　積　 125.27㎢
人　口　2,763人（－10）
　男　　1,322人（－４）
　女　　1,441人（－６）
世帯数　1,464　（－２）
　　　　　（　）内は前月比

　

み
な
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

奥
津
軽
い
ま
べ
つ
駅
前
に
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
点
灯
さ
れ
、

駅
舎
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
と
て
も
幻
想
的
と
な
っ
て
い

ま
す
。
撮
影
も
可
能
で
す
の
で
、

記
念
に
一
枚
ど
う
ぞ
。

　

今
年
も
「
広
報
い
ま
べ
つ
」

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

�

（
広
報
担
当　

神
）

編

集

後

記

ご結婚おめでとうございます
　本郷　康二さん　大川平　♡　山本　理代さん　青森市
　田中　裕士さん　大川平　♡　讃岐　温子さん　青森市

お悔やみ申し上げます
　小倉　ミキさん（88）袰　月
　勝野　正義さん（80）今　別
　平山　ユキさん（84）西　田
　平野　年雄さん（77）今　別
　吉田　ミツさん（73）大　泊

一般相談　日常のあらゆる心配ごと悩みごと・・・など
相談種別 相　談　日 相 談 時 間 相　談　員
生 活 一 般
相　　　談

1月1０日（水）
　　　２４日（水）

10：00　　
～ 11：30

生 活 一 般
相 談 員

電 話 相 談 毎週月曜日　
～金曜日

10：00　　
～ 17：00 社 協 職 員

※土、日及び祝祭日は対応できませんのでよろしくお願いします。

専門相談　専門相談員による相談
相談種別 相談内容 相談日 相談時間 相談員

法 律
相 談

借金、離婚、財
産相続、土地登
記に関する相談

１月９日（火） 13：30　
～ 16：30 弁 護 士

年　金
相 談

各種年金、社
会保険等につ
いての相談

１月15日（月） 10：00
～ 12：00

社会保険
労 務 士

※�相談を予定している方は、事前に予約をお願いします。
当日の来所は電話でお知らせ願います。
※相談会場は開発センターです。
【問合せ先】社会福祉法人　今別町社会福祉協議会
� 電話：35－3081

今別町ふれあい福祉センター１月の相談日のご案内

「今別小学校６年生」
①氏名　②地区名　③将来の夢

テーマ「スケート教室」

町の元気な子ども達

①佐
さ

　藤
とう

　詩
し

　乃
の

②山　崎

③トリマー

　　※�各団体等の使用は予約により随時受け付けします。
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